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第28国全国ノゞズ学習研究大会

― マノレチメディアソフトを利用したノヾソ願ン鷺信ディベート ー

東京者5寵∫:1区立第五峡甕ダJヽ学校 小池 孝之

亀.実院の援要

小学校 6年生の社会科の「世界釣中の日本 _」 といや単えでの授業実践である。「日本はアメ
リカからコメを輸入すべきか」というテーマで自校間でパプ露ン通信のチャットを利用したデ
ィベー トを行った。その際寵分たちの主張を マ`ルチメディアソフトを利用してプレゼンテーシ
ョンした。

2.霙賤Φわらい

昨今、児童鍛論理的思考を育成するも録として、ディベー トが注認されている。
一方、教育分蹄でのコンピュータの利層が盛んまこなるに■れ、マルチメディアやパソコン通
信0満燿も広まってきてしヽる。
本実践はパソコン通鱚とディベー ≫̀を組み合わせた通信ディベー トを学習の中でどう利用し
ていくか、またその際に児童の主張をより効果鞠に表現する手段としてどのようにマルチメデ
ィアソフ トが利用できるかを明らかにしようとした実践である。
またそ翁諄、本実践の中で学習を進めていく児童雹様々なかたちの機同学習についても考慮
した。
・通信ディベー トにおける鶴同学習

(デ ィベー トナーム、他地域の学級録との機闇、梶手ティームに対する意識から生まれる緊張
関係のある機同学習)

3.事『鶏のしかけ

<自屹パズ>

綴手にわかるように議す、またはきちんとポイントをとらえて爾くことが情報活用能力には
不可欠だと考え、普段の授業の中で自由バズを取り入れているこ
子どもたちにア爾ッピーディスクのケースを利鸞したアナライザーを持たせ、これを自由バズ
でも活用 している。主 |こ算数の時間まこ理解度に合わせ、自山バズを行っているが、国語や社会
でt時として行われている。普段の学習斑にとらわれない、自曲なグループ学習ができている。

<ブ レインストーミング>

ディベー トの立論作りに活用 している。自由に意見が言え、それを一切否定されないという
のは、思った以上に効果があった。ゲーム感覚もある分で警段の班学習以上に意見が出る。
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財ン」　　　　　　立携号

グループで学習することが子どもたちの意欲を31き 出している。

<ディベート>

5年生命時から学期に2回 くらいの割合で行ってきた。立論の作り方に関しては独自の工夫
をした。各自が書いた原稿用紙 1枚程度の立論を斑で国じ読みし、良いと思ぅところ:こ赤鉛筆
で線を馨iいていく。班全員の立論をそれぞれが読み終わったところで、赤線のついたそれぞれ
翁原稿を持ち寄り斑と lノて鍛立論を作成する通とにした。自分の書いた立論の良いところを他
の人から評価され、さらにみんなのいもヽところを持ち寄って立論を作ることにょり、全員が満
足感を持てる活動となった。
また通常のチームディベー トでは半じ定のための畿目|こ 「チームヮークJを設定し、どめ子も
きちんとした役割を持って学習にのぞめるようまこした。
さらに、 6年生なってからは一人一人の力と参力国度を一層高めるため、個人ディベー ト進取
輸入れた。これは、肯定all]_人、否定嶺Jl人、司会・審殺役 1人という3人 l組で的ディベー
]ヽ である。

<プ レゼンテーシ薩ン>

国語総議機文をマルチメディァソフトを使って、他の人たちに説明したり、歴史翁まと録と
して、またプレゼンテ∵ションの線習として昨イtデ ィベー トを行ったりした。
後者は、霙文と強生、鍮金と室町としれった時代でどちろがい毎ヽ時仇かとぃういささか菫務饉警
なディベー トでぁ感が、資料の収築、選択、まとめ、伝達というヵを付iナ 碁まこ:ま う嗜でつき1可
あった。またこれらをコンピュータを使ってまとめてぃく中で、児童間で読確な役割分鐘が幕
れていっ危。

<パソ菫ン通鐘 >

パソコン通信のチャットを利用 して、地地域の学級との交流を楽 しんだ、またメールのや攀
りも若干経験する事ができた。

木蝙颯暉隋

(1)対象学年・教科 書単元

小学校第 5学年
社会科「世界母中の理本」

(2)ね らい

中国やアメリカ合衆国の農家など鍛学習が終わった時点で、日本とアメリカ合衆国間での
懸案事項をディベー ト翁手法を使って討議することによって国際協議の精神を学ぱせる。



(3)学習の流れ

①論題提示

論題「日本はカリフォルニア米を輸入すべきか」

②ディベー トティーム分け

[A tt G小学校ull]

A:日本all(輸入すべきではない)
B:アメリカ側 (輸入すべき)
C:国連調停委員会

[C tt N小学校優J]

A:アメリカall
B:日本:黎じ
C:国連調停委員会

◎ リサーチ

・フィール ドワーク

米穀店、寿司店など

(デジタルカメラ、テープレ菫―ダー等使用 )
。電話取材

農林水産省tア メリカ大使館、デパー ト食晶売場等
・ファックス取材

USラ イスインフォメーション
・ Eメ ール取材

農林水産省、米国在住協力者 (イ ンターネット利用 )
・パソコン通信取材

PC― VAN公官庁情報へのアクセス

・データベース検索

朝日新聞データベース

④マルチメディアソフ トによるまとめ

・統一条件 (画面 4枚以内)

[A tt G小学校■lJ]

<スーパーYUKI(NECソ フ ト)使用 >
(WIN3.1パ ソコン利用 )

[C ttN小学校 ulJ]
<発表の道具箱 (中央区作成ソフ ト)使用 >
(MAC利 用 )



⑤立諭作成

◎通信ディベー ト1

0立論 (マルチメディアソフトをみながら。 )

装児童の主な論点藝

[甕本ell]

・藝本の米の方がおいしい
。寿リフォルニア米はポス トハーベス トのせいで危険
薔寿司などには鳶リプォルニア米はむかない 。圏圃が水資源を守っている など
[アメリカ優J]
。カリフォルニア米は安い
。貿易不均衝解消
・カリフォルニア米もおいしい など
○反対尋問及び調停

①通信ディベー ト2     ,

○最終弁論及び繭停案     驚

[譲停案 ]

・カリフォルニア米を飲する日本の消費者のた配鴻こ各都道府県に専売驚を作馨
。アメリカ機 i意農薬の安全性を高義碁
゛語本は質轟不鞠術を改冷る努力をする

など

轟参考察

このような授業まこよって以下のような難見を得ることができた。

(1)本霙鐘 :こ鯰]する通信ディベート鞍軸桑

パソコン通信鍮チャットを利用したディベー トまこおける速隔地翁相手との共同学習の効果 :こ
ついてはすで :こ報告をした。 (1995年 :湯澤ら*1)本実践は通信ディベー トを学習の轟標
から手法へと進めたものであり、そのことか必次のことが明らかになった。

*1参考文献 湯澤斉之 。小池孝之・堀圏龍也(1995):日 本教育情報学会論文
「小学校におけるパソコン通信をTlj用 したディベー トの授業実践J



①デイベートの手法を取り入れたことによる情報発信の必然性と学習の源まり

本格的な情報化時代迎え、情報発信者としての資質が求められている。ここで問題になる
のは児童にとっての情報発信の必然 性である。本実践ではディベー トの手法を取り入れさ
らにそれをパソコン通信上で行ったことにより「相手側に自分たちの主張 を伝える」こと
が学習命主題となった。これらは、情報発信の必然性を無理なく児童 に持たせることにな
った。また相手を意識することで学習が深まりを見せることにもなった。

②調停役を設定したことによる効果

立場の違う主張を「国際協調Jの視点から統合していこうとする命は、本来的なデ ィベ
ー トにはない要素である。しかしなが ら勝ち負けを論理的に競うゲームとしてのディベー
トに調停役を置くことによって学習の質が深化 した。

すなわち、ディベー ト本来のゲーム性を損なうことなく、論理命技術的な巧拙だけではな
い実質的な学習の深まりを児童が体 験できたのである。またこのような態度は、現在とき
によっては深刻な問題に発展しているネットワーク上の対立を解決する一助になると考える。

(2)コ ンピュータやマルチメディアソフト磯利用があたらす効果

①取材方法の多様さを保護ず鶴コンピュータやマルチメディアソフト

本実践では、電話、ファックス、Eメ ール :こ よう取材や、テ∵プレコーダーとデジタルカ
メラを使ったアィール ドワークやデ ータベースヘのアクセス等が行われた。これらはリサ
ーチの過程で自然に児童が選択していったも命である。
この選択を可能にしているのは、先行経験として¢コンピュータの存在そのものであった。
また、使い慣れたマルチメディアソフ トの表現力を児童が熟知していることがそれらを支え
ていた。

②プレゼンテーシ翼ン鍛道具としてのマルチメディアソフトの有効性

マルチメディアソフトの利用法は様々だが、本実践を通してその有効性を最大限に発揮で
きるのがプレゼンテーションだと確信した。

相手に何かをプレゼンテーションするにあたって音声、画像、文字等を一元的に扱えるマ
ルチメディア

・
ソフトは大変に有効であった。またフィール ドヮークで得た情報 (音声 。画像

等)をそのまま生かせる点色大きなrlj点でぁった。

①役割分担が確立されたディベー ト鈴チーム

相手を説得するという共通の目的意識を持ったディベー トのためのチームには他では見
られない特徴があった。

活動が活発な児童とあまり活発ではない児童という遮、うになりがちなグループ学習に於
いて、初期の段階から役割分担がはっきりと自覚され、活動の量というより質の面で、そ
れぞれがちがった活動を行っていた。プロジェクトチームといった感があり、児童個々の

(3藤簸ご魔絣%の鵜



活動は満足の出来るものだった。これはディベー トが活動のモティベイションを明確にし、
さらに維持していく上で有効であるからだと考える。また、コンピュータでプレゼンテー
ションソフトを作っていくという目的も、分業が可能な分グループ学習に適してぃた。

②他地域の学激との協同学習

本実践では、パソコン通信を利用することで他地域の児童との協同学習が可能となった。
それは、通信ディベー トの当日だけでなく、他の場面でも行われた。
学級対学級といぅ図式ではなく相手校にも同じ主張をするチームがぃるので、事前に情
報を交換 したいという要求が児童の間から出てきた。「お米の食べ比べ」のところではそ
のような連携が実際に出来た。
他地域の学級とのディベー トは、児童数減少により単学級となっている学級では新鮮な
刺激となった。また単学級でないクラスでも、普段接しない地域の児童との協同学習は、
学習を進めていく上での強い動機付けになった。

6.ま と綸

通信ディベー トを学習鍛手段として用いることによって、情報発信者としての資質が養われ
ることは本実践からも明らかだが、苺さらに重要なのは情報発信の必然性や動機付けが明確にな
ることだと考える。通の道とにょり学習者個々の問題意識鶴高まっていった。
すなわち他者に向けての情報発信が最終的 |こは無に返ってきているのである。
また、教育で翁マルチメディア翁利用が言われて数年がたつが、マルチメディアが自己表現
や相手へ命プレゼンテーションの手段として大変有効であることがゎかった。音声や画像とい
う素材をテキス ト化したり、抽象化したりしなぃで表現でき愚、マルチメディア lノ フ トは児童
にとって最善の自己表現ッールだといえるだろう。
このような学習においては、学習過程で大変有効に協同学習が成立 した。
これは、協同学習が目的意識がはっきりとすることで活性化したからだと考ぇる。またマル
チメディアソフトをVll用 したプレゼンテーション作成におぃては協同学習なしには学習が進あ
られないといった個面がある。

今後は児童の問題意識を最優先させた教科の枠にとらわれない総合的な学習のなかで、以上
のような実践を再度構築することを予定している。
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